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【3】 広報たかす H28.11

ゴ
ミ
分
別
Q
＆
A

ゴ
ミ
の
分
別
に
関
す
る
Q
＆
A
を
掲
載
し
ま
す
。
ゴ
ミ
分
別
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

24810111214
町
長
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ

特
集

鷹
栖
町
の
決
算
状
況

国
保
に
つ
い
て

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
さ
ん
コ
ラ
ム

コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

注
目
の
人

今
月
の
話
題

今
月
の
お
知
ら
せ

す
く
す
く
ア
イ
ド
ル

窓
口
か
ら

そ
れ
い
け
あ
っ
た
か
す
く
ん

人
の
動
き

い
き
い
き
わ
い
わ
い
カ
レ
ン
ダ
ー

あ
な
た
の
思
い
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

町
で
は
、
谷
寿
男
町
長
の
２

期
目
の
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。今

後
も
「
み
ん
な

笑
顔
で

あ
っ
た
か
す
」
を
合
言
葉
に
、

町
民
が
主
役
の
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
よ
り
多
く
町
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
生
か
す

た
め
、
毎
年
春
と
秋
に
「
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

今
年
も
各
地
区
住
民
セ
ン

タ
ー
に
て
、
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

団
体
や
地
域
か
ら
の
募
集
も

受
付
け
て
い
ま
す
。（
日
程
調

整
い
た
し
ま
す
）

鷹
栖
・
北
野
地
区
住
民
セ
ン

タ
ー
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
茶
菓

子
を
用
意
す
る
な
ど
、
誰
も
が

参
加
し
や
す
い
場
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
鷹
栖
地
区
】

▼
日
時

11
月
11

20
日
（
日
）

午
前
１０
時
～

▼
場
所

鷹
栖
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

【
北
野
地
区
】

▼
日
時

11
月
11

20
日
（
日
）

午
後
１２
時
１２

３０
分
～

▼
場
所

北
野
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

【
中
央
地
区
】

▼
日
時

11
月
11

29
日
（
火
）

午
後
６
時
～

▼
場
所

中
央
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

【
北
斗
地
区
】

▼
日
時

11
月
11

25
日
（
金
）

午
後
６
時
～

▼
場
所

北
斗
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

【
北
成
地
区
】

▼
日
時

11
月
11

21
日
（
月
）

午
後
６
時
～

▼
場
所

北
成
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ

総
務
企
画
課
企
画
広
報
係

緯
87
―
２
１
１
１

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
投
票
お
よ
び
開
票
結
果

当

斉
藤

哲
子

（
無
新
）

１
２
５
７
票

・
姥

順
一

（
無
新
）

４
６
８
票

・
無
効

65
票

・
計

１
７
９
０
票

新
人
の
斉
藤
哲
子
氏
が
当
選

議
員
定
数
１
名
欠
員
に
伴
う

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
10
月

25
日
に
告
示
、

25

10
月

25

10
30
日
に
投

開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

斉
藤
哲
子
氏
と
姥
順
一
氏
が

新
人
候
補
と
し
て
出
馬
。
５
日

間
の
選
挙
戦
を
展
開
し
、
斉
藤

氏
（
61
歳
、
北
野
西
３
条
１
丁

目
）
が
、
初
当
選
を
果
た
し
ま

し
た
。

斉藤 哲子（61歳）
さいとう てつ こ

（北野西３条１丁目）
【当選回数】１回

投票率計期日前
第５投票区

（北成地区）
第４投票区

（北斗地区）
第３投票区

（中央地区）
第２投票区

（北野地区）
第１投票区

（鷹栖地区）
選挙区

３０.９１％
２,７２７―８１１２７１５７１,２５５１,１０７有権者数

男
８４３１５１２７４３２７３６３２３２投票者数

３０.０６％
３,１５０―６８１３４１８４１,４７６１,２８８有権者数

女
９４７１６５２７４３２５４２３２６４投票者数

３０.４６％
５,８７７―１４９２６１３４１２,７３１２,３９５有権者数

計
１,７９０３１６５４８６５２７８６４９６投票者数



広報たかす H28.11【4】

Ｑ
１
：
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
専
用
袋
（
灰
）
に
入
っ
て
い
た
危
険
物
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
？

予
算
は
、
町
が
１
年
間
に

ど
の
よ
う
な
事
業
を
す
る
か

を
決
め
る
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
も
重
要
な
も
の
で

す
。予

算
を
決
定
す
る
と
き

は
、
必
ず
町
議
会
の
議
決
が

必
要
で
す
の
で
、
年
度
当
初

の
予
算
は
、
毎
年
３
月
の
町

議
会
定
例
会
で
審
議
さ
れ
て

い
ま
す
。

予
算
額
や
ど
の
よ
う
な
事

業
を
行
う
の
か
な
ど
に
つ
い

て
は
『
私
た
ち
の
ま
ち
づ
く

り
』
の
中
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
毎
年
、
広
報
４
月

号
と
と
も
に
各
家
庭
に
配
布

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

予
算
は
ど
う
や
っ
て

決
め
て
い
る
の
？

ま
ち
の
財
政

Ｑ
＆Ａ

ままちの決算状況をお知らせしままちの決算状況をお知らせしますす

歳入 53億7,756万円
前年度比 2億3,297万円減(4.2％減)

昨年度のお金が
どのように
使われたか
確認しよう！

平成27年平成27年度度
※各項目・区分ごとに四捨五入しているため、合計などが一致しないところがあります。

一般会計
福祉や教育など、町の基本的

な事業の会計

歳入から歳出を差し引くと、１億2,586万円の黒字にな
りました。

ただし、このうち821万円は、平成28年度に繰り越し
た事業に使うため、実質的な収支は1億1,765万円の黒字
になります。

歳出 52億5,170万円
前年度比 2億2,725万円減(4.1％減)

歳入と歳出の差引額１億2,586万円。
このうち平成28年度に繰り越した事業
に使う額821万円。



【5】 広報たかす H28.11

Ａ
１
：
今
年
の
４
月
か
ら
９
月
末
ま
で
で
、
カ
ミ
ソ
リ
１
３
１
個
、
電
池
１
０
１
個
、
ラ
イ
タ
ー
４４
個
で
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
専
用
袋
（
灰
）
に
は
絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

平成27年度決算

具具体的にどんなことに使われていたか見てみよ具体的にどんなことに使われていたか見てみようう

町
が
１
年
間
に
必
要
と
す

る
予
算
は
、
当
初
予
算
の
中

に
組
み
込
む
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
に

よ
る
復
旧
が
必
要
な
と
き

や
、
国
が
新
た
に
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
場

合
、
緊
急
で
新
た
に
予
算
を

付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
、
新
た
に
付
け
る

予
算
の
こ
と
を『
補
正
予
算
』

と
い
い
ま
す
。
補
正
予
算
に

つ
い
て
も
、
町
議
会
の
議
決

が
必
要
で
す
。

補
正
予
算
っ
て

何
で
す
か
？

町
の
会
計
は
、
４
月
１
日

か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。こ

の
期
間
に
お
け
る
歳

入
・
歳
出
を
ま
と
め
た
も
の

が
、
そ
の
年
度
の
決
算
と
な

り
ま
す
。

決
算
は
、
町
の
監
査
委
員

に
よ
る
決
算
審
査
を
受
け
、

議
会
の
決
算
認
定
を
受
け
成

立
し
て
い
ま
す
。

町
の
決
算
と
は
？

ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る

「
み
ん
な
笑
顔
で
あ
っ
た

か
す
」。

そ
の
基
本
目
標
で
あ
る
、

１
活
力
あ
ふ
れ
る

も
の
づ
く
り

２
い
き
い
き
と
し
た

生
涯
元
気
な

ひ
と
づ
く
り

３
快
適
で

生
活
し
や
す
い

く
ら
し
づ
く
り

４
人
々
が
ふ
れ
あ
う

地
域
づ
く
り
と

ま
ち
づ
く
り

こ
れ
ら
４
つ
の
目
標
達
成

に
向
け
て
、
様
々
な
こ
と
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
主
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

子育て支援費
2億2,521万円

○保育園、子育て支援センター

などの運営

○放課後児童クラブ

運営支援

生涯学習費
1億8,973万円

○住民センターの改修など

○メロディーホール

の運営、整備

○グランドナイター

照明の改修

公園関係費
5,233万円

除 雪 費
1億9,16万円

○除排雪作業など

ごみ処理費
7,320万円

○ごみの収集、運搬

○ごみ処理場の管理、運営

○リサイクル処理

など

高齢者支援費
1億2,801万円

学校教育費
1億1,111万円

商工業関係費
5,591万円

○新規開業等支援

○熱夏フェスタ

○秋の大収穫祭

○イベント開催

関連事業

農業関係費
7億3,761万円

○学校の管理、改修など

○中山間地域等直接支払事業など

○ライスセンター

増強工事

すべての人が笑顔に

なれるまちを目指し

ているんだね！

○高齢者交通費

助成

○除雪支援など

の在宅福祉サー

ビス

○公園の維持、

管理

○パレットヒルズ

の整備



広報たかす H28.11【6】

Ｑ
２
：
カ
ミ
ソ
リ
や
包
丁
な
ど
の
危
険
物
は
ど
う
や
っ
て
捨
て
れ
ば
い
い
の
？

※財政再生団体※早期健全化団体鷹栖町の比率指 標

健
全
化
判
断
比
率

20%15%赤字額なし
実質赤字比率
一般会計を中心とした赤字の割合

40%20%赤字額なし
連結実質赤字比率２
一般会計のほか、特別会計・企業
会計も含めた全会計の赤字

35%25%8.4%
（前年10.0％）

実質公債費比率３
年間の借金返済額の割合

350%9.4%
（前年17.1％）

将来負担比率４
将来に負担が見込まれる負債（借
金）の割合

※これらの基準を上回ると財政健全化に向けた取組みが必要になります。

※経営健全化団体鷹栖町の比率資 金 不 足 比 率
20%資金不足額

なし公営企業ごとの資金不足の割合

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を

受
け
、
利
用
者
か
ら
の
使
用
料

な
ど
に
よ
っ
て
事
業
を
行
う
会

計
で
す
。
町
で
は
水
道
事
業
が

こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
、
財
政
の
健
全
化
を
示
す
比

率
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
、
赤
字
や
資

金
不
足
が
発
生
し
て
い
な
い
た

め
、「
実
質
赤
字
比
率
」、「
連
結

実
質
赤
字
比
率
」、「
資
金
不
足

比
率
」は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
借
金
の
負
担
を
示
す

「
実
質
公
債
費
比
率
」、
将
来
の

負
担
見
込
み
を
示
す
「
将
来
負

担
比
率
」
は
、
年
々
改
善
し
て

い
ま
す
。

町
の
財
政
の
状
況
は
？

財
政
は
健
全
で
す
が
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
！

※資本的収支の不足額6,863万円は、過年度
損益留保資金などで補てんしました。

公
営
企
業
会
計

２億140万円収入
収益的収入 １億7,522万円支出

2,618万円差引
2,196万円収入

資本的収支 9,059万円支出
△6,863万円差引

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
使

用
料
等
を
い
た
だ
い
て
事
業
を

運
営
す
る
な
ど
、
特
定
の
歳
入

を
特
定
の
歳
出
に
充
て
る
た

め
、
一
般
会
計
と
は
別
に
設
け

て
い
る
会
計
で
す
。

差し引き歳出歳入会計名

380万円9億6,370万円9億6,750万円国民健康保険

86万円8,322万円8,408万円後期高齢者
医療

2,851万円7億2,770万円7億5,621万円介護保険

466万円2億5,353万円2億5,819万円公共下水道

28万円58万円86万円公平委員会

各
特
別
会
計
決
算
の
状
況

特
別
会
計

※５つある特別会計は、いずれも赤字はありませんでした。

▼
今
後
も
必
要
な
歳
出
が
増

加
す
る
見
込
み

働
く
世
代
の
人
口
が
減
る

た
め
、
町
税
な
ど
の
収
入
の

大
幅
な
増
加
は
期
待
で
き
ま

せ
ん
。

一
方
で
、
医
療
や
福
祉
に

掛
か
る
お
金
や
公
共
施
設
の

老
朽
化
に
伴
う
更
新
費
用
が

増
え
て
い
く
見
込
み
で
す
。

・
経
費
の
削
減

事
務
を
効
率
化
す
る
と
と

も
に
、
適
正
な
職
員
配
置
な

ど
に
よ
り
経
費
の
見
直
し
を

進
め
ま
す
。

・
サ
ー
ビ
ス
料
の
見
直
し

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
掛
か

る
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
利
用

者
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
検
討

し
ま
す
。

・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
財
政

運
営

お
金
を
掛
け
る
べ
き
施
策

を
見
極
め
、
将
来
へ
の
負
担

を
考
慮
し
た
財
政
運
営
を
行

い
ま
す
。

将
来
に
向
け
て
、
お
金

の
使
い
方
や
集
め
方
の

見
直
し
を
進
め
て
い
き

ま
す
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Ａ
２
：
厚
紙
な
ど
で
包
み
、「
キ
ケ
ン
」
と
燃
や
せ
な
い
ご
み
専
用
袋
（
黄
）
へ
記
載
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鷹
栖
町
は
、
計
画
的
か
つ
効

率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い

ま
す
。

町
の
借
金
を
で
き
る
だ
け
抑

え
、
将
来
へ
の
負
担
を
減
ら
し

な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
必

要
と
す
る
事
業
を
選
択
し
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

今
後
も
、
財
政
の
健
全
化
を

持
続
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
が
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

【
担
当
】
総
務
企
画
課
財
務
係

緯
87
―
２
１
１
１

町
の
借
金
（
町
債
）
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

町
の
貯
金
（
基
金
）
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

限
ら
れ
た
財
源
を

有
効
に
活
用
し
ま
す

借
金
（
町
債
）

し
た
お
金
は
、
施

設
を
建
て
る
た
め

な
ど
に
使
っ
て
い

ま
す
。
各
会
計
の

借
金
残
高
の
合
計

は
、
平
成
26
年
度

末
と
比
べ
て
１
億

６
，
２
０
０
万
円

減
り
ま
し
た
。

町民１人あたりの借金
101万1,000円

平成28年3月31日人口 7,173人で計算

町民１人あたりの貯金
30万3,000円

平成28年3月31日人口7,173人で計算

計
画
的
な
財
政

運
営
等
を
行
う
た

め
に
貯
金（
基
金
）

を
し
て
い
ま
す
。

各
目
的
ご
と
の

貯
金
残
高
の
合
計

は
、
平
成
26
年
度

末
と
比
べ
て
、

５
，
１
０
０
万
円

増
え
ま
し
た
。

※
平
成
28
年
９
月
末
現
在
。
各
会
計
ご
と
に
四
捨

五
入
し
て
い
る
た
め
、
総
計
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

平
成
28
年
度
予
算
の
執
行
状
況

《一般会計》
歳出執行率歳入執行率歳入歳出予算額
32.5%42.4%59億5,946万円

《特別会計》
歳出執行率歳入執行率歳入歳出予算額区 分
42.2%37.5%9億7,373万円国 民 健 康 保 険
26.4%27.4％8,372万円後 期 高 齢 者 医 療
38.6%45.4%8億531万円介 護 保 険
32.3%11.0%2億5,264万円公 共 下 水 道
9.6%58.3%47万円公 平 委 員 会

《企業会計》
支出執行率支出予算額予算執行率収入予算額区 分
17.9%2億7,398万円36.5%2億2,592万円水 道 事 業

本年度４月から９
月までの主なお金
の動きだよ



広報たかす H28.11【8】

Ｑ
３
：
電
池
、
体
温
計
は
ど
う
捨
て
れ
ば
い
い
の
？

こ
れ
ま
で
、
各
市
町
村
が
単
独
で
運
営
し
て

き
た
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
は
、
平

成
３０
年
度
か
ら
都
道
府
県
（
北
海
道
）
と
と
も

に
運
営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
国
保
制
度
改
革
の
概
要
を
お
伝
え

し
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
が
変
わ
り
ま
す

市
町
村
単
位
か
ら
都
道
府
県
単
位
へ

保
険
者
は
ど
う
変
わ
る
？

被
保
険
者
の
年
齢
層
が
高
く

医
療
費
水
準
が
高
い
と
い
っ
た

国
保
特
有
の
課
題
へ
の
対
策
と

し
て
、
平
成
25
年
に
国
保
運
営

を
都
道
府
県
単
位
と
す
る
国
の

方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
北
海

道
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と

な
り
、
市
町
村
と
と
も
に
国
保

の
運
営
を
担
い
、
安
定
的
な
財

政
運
営
や
事
務
の
効
率
化
・
広

域
化
を
推
進
し
、
制
度
の
安
定

化
を
目
指
し
ま
す
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
最
も

身
近
な
立
場
と
し
て
の
、
鷹
栖

町
の
こ
れ
ま
で
の
基
本
的
役
割

に
大
き
な
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

国民健康保険の改革に伴う運営イメージ

国
保
の
被
保
険
者
も

何
か
が
変
わ
る
？

国
保
の
基
本
理
念
は
、
相
互

扶
助
。
被
保
険
者
が
保
険
税
を

納
め
、
制
度
を
支
え
あ
い
、
病

気
・
け
が
等
が
あ
っ
た
際
は
給

付
を
受
け
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
町
民
で
あ
る
被

保
険
者
の
た
め
に
運
営
さ
れ
て

き
た
鷹
栖
町
国
保
は
、
枠
組
み

が
町
か
ら
道
へ
と
拡
が
り
ま

す
。
改
革
後
も
町
民
の
被
保
険

者
同
士
で
支
え
あ
っ
て
き
た
基

本
理
念
は
変
わ
ら
ず
、
北
海
道

の
国
保
被
保
険
者
と
し
て
、
道

民
同
士
で
制
度
を
支
え
あ
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ
の
具

体
的
な
影
響
な
ど
は
、
制
度
の

全
容
が
決
ま
り
次
第
お
伝
え
し

ま
す
。

～
国
保
の
あ
ゆ
み
～

煙
昭
和
13
年

自
営
者
の
た
め
の
医
療
保

険
制
度
と
し
て
国
保
が
創
設

さ
れ
る
。

煙
昭
和
18
年

鷹
栖
村
に
お
い
て
、
鷹
栖

産
業
組
合
が
国
民
健
康
保
険

組
合
事
業
代
行
の
認
可
を
受

け
る
。

煙
昭
和
33
年

国
保
が
農
協
か
ら
村
営
に

移
管
。

村
民
の
９
割
が
国
保
に
加

入
し
て
い
た
。

煙
昭
和
36
年

国
民
全
員
が
な
ん
ら
か
の

医
療
保
険
制
度
に
加
入
す
る

『
国
民
皆
保
険
』
体
制
が
確
立

さ
れ
る
。

煙
昭
和
61
年

鷹
栖
町
で
は
、
国
保
加
入

者
が
５
割
を
下
回
る
。

煙
平
成
28
年

鷹
栖
町
の
国
保
加
入
率
は

26
・
９
％
。

▼
問
合
せ

町
民
課
医
療
年
金
係

緯
87
―
２
１
１
１



【9】 広報たかす H28.11

Ａ
３
：
電
池
、
体
温
計
は
各
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
、
Ｄａ
・
マ
ル
シ
ェ
北
野
店
、
役
場
、
サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す
に
置
い
て
あ
る
収
集
ボ
ッ
ク
ス
に
、
袋
に
入
れ
ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

あったか

スポット
めぐり

このコーナーでは、広報担当者
が町内の気になる場所を取材し、
皆さんにご紹介します。

～９月から名前が変わりました～

花輪商店
（旧ＳＰＡＲ鷹栖店）

緯87－2007

営業時間 毎日午前６時～午前０時

店長 花輪 大輔さん

（南１条２丁目）

今
回
は
、
家
族
で
個
人
商
店

を
営
ん
で
い
る
花
輪
商
店
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

花
輪
商
店
は
、
ず
っ
と
昔
か

ら
「
菊
屋
花
輪
商
店
」
と
し
て

町
民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
19
年
に
な

り
、
今
年
の
９
月
ま
で
「
ス

パ
ー
鷹
栖
店
」
と
い
う
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
し
て
営
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
店
長
で
あ
る

花
輪
大
輔
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

は
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
鍋
な
ど

の
配
達
に
力
を
入
れ
る
た
め
、

経
営
方
針
を
変
え
た
」
と
い
い

ま
す
。

町
内
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
販
売

や
配
達
を
し
て
い
た
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
閉
店
し
て
い
く

中
で
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
求
め

る
声
が
上
が
っ
た
と
い
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
要
望
に
応
え

る
た
め
立
ち
上
が
っ
た
の
が
花

輪
さ
ん
で
し
た
。

花
輪
さ
ん
は
「
お
米
な
ど
の

配
達
も
行
っ
て
い
る
の
で
、

『
買
い
も
の
を
す
る
の
も
大
変
』

と
い
う
よ
う
な
話
も
聞
き
ま
す

し
、
そ
ん
な
方
た
ち
の
買
い
物

の
お
手
伝
い
に
つ
な
が
れ
ば
嬉

し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
の
６
月
に
亡
く
な
ら

れ
た
川
上
俊
昭
氏
の
短
歌
・

随
筆
集
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
年
の
８
月
に
、
川
上
さ

ん
の
友
人
や
知
人
が
そ
の
遺

志
を
引
き
継
ぎ
出
版
し
た

「
川
上
俊
昭

短
歌
・
随
筆
作

品
集
」（
出
版
元
・
ミ
ツ
イ
パ

ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）
に
は
、
川

上
さ
ん
が
「
文
藝
鷹
栖
」
創

刊
号
か
ら「
新
郷
土
た
か
す
」

51
号
ま
で
に
寄
稿
し
た
短
歌

や
随
筆
の
数
々
が
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

故
・
川
上
俊
昭
氏

短

歌

・

随

筆

作

品

集

町
民
有
志
が
編
集
・
発
行
し

て
い
る
郷
土
誌
「
新
郷
土
た
か

す
」
の
前
身
と
な
る
「
文
藝
鷹

栖
」。
川
上
さ
ん
は
、
編
集
委

員
と
し
て
、
昭
和
37
年
の
創
刊

当
初
か
ら
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

川
上
さ
ん
は
農
業
を
営
み
な

が
ら
、
ボ
イ
ラ
ー
技
士
や
運
搬

作
業
な
ど
の
パ
ー
ト
労
働
を
兼

ね
て
行
う
な
ど
、
懸
命
に
働
か

れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
文

芸
を
趣
味
に
持
ち
、
家
畜
の
羊

が
子
ど
も
を
生
み
感
動
し
た
こ

と
や
、
時
に
は
タ
ニ
シ
の
気
持

ち
に
な
っ
た
作
品
な
ど
の
創
作

活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。

『
短
歌
で
綴
る
日
記
断
片
』
と

題
し
た
章
で
は
、
年
代
ご
と
に

作
品
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、

川
上
さ
ん
が
そ
の
時
代
に
起

き
た
出
来
事
に
ど
の
よ
う
に

感
じ
た
か
が
綴
ら
れ
て
い
ま

す
。▼

川
上
さ
ん
の
作
品
集
を

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

鷹
栖
の
地
で
、
農
業
や

奥
さ
ん
の
介
護
を
し
な
が

ら
懸
命
に
生
き
抜
い
た
川

上
さ
ん
。
作
品
集
に
は
、

川
上
さ
ん
が
身
の
回
り
で

経
験
さ
れ
た
こ
と
に
心
動

か
さ
れ
る
様
子
が
綴
ら
れ

て
い
ま
す
。

い
わ
ば
、
ひ
と
つ
の
人

生
の
よ
う
な
作
品
集
で

す
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
た
い

と
い
う
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
問
い

合
わ
せ
は
西
中
裕
一
さ
ん

（
緯
８７
―

２
８
９
５
）
ま
で
。

（
鷹
栖
・
北
野
地
区
住
民
セ

ン
タ
ー
図
書
室
に
も
蔵
書

し
て
い
ま
す
）



広報たかす H28.11【10】

Ｑ
４
：
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
何
の
袋
に
入
れ
た
ら
い
い
の
？

先月、姉妹都市青少年訪問団である、ナレン高校訪問

団を鷹栖町で迎えました。生徒たちのお世話をしてくだ

さったホストファミリーの皆さん、町内訪問先でお世話

になった沢山の皆さんありがとうございました！

短い時間の中で、スーっと打ち解け合っていく双方の

生徒たちを見ているのは、とても幸せなことでした。

一週間の観光を済ませ、少し疲れが出始めた頃の鷹栖

町入りとなった一団でしたが、観光地とは違った日本体

験を町内ですることができました。学生間の交流や飾り

巻作り、パークゴルフ、外焼肉、花火体験も。

学校訪問時には、オーストラリアには無い給食文化や

鷹栖高校と中学校の校内の綺麗さに感動し、合唱や吹奏

楽の演奏に感銘を受ける姿も印象的でしたが、生徒たち

が一番心に残ったのは、ホストファミリーの優しさとお

もてなしの気持ちだったようです。

準備の段階で様々な予習はしてきたようですが、実際

に日本に来てみて感じた本州と北海道、日本国内での気

温差は予想以上だったようです。日本はすごく小さい国

という認識から北海道とその他の地域の気温差もそんな

に大きいわけが無いと思っていたみたいですね。

また、日本は想像していた通りだったかを一人の団員

に聞いたとき興味深い答えが返って来ました。思ってい

た以上に日本は日本だったって言うんです！！食べ物も

服装も、言葉もお家のスタイルも。もっとアメリカ文化

を取り入れているイメージがあったのでしょうね。

英語と日本語でのコミュニケーションは時に難しく、

ホストファミリーと訪問団の双方が不安な気持ちになる

場面もありました。歓迎会開催時、町長からのスピーチ

にもあったのですが言葉の違いはもちろん、文化の違い

などに気づき、理解し合おう、伝えようと努力する互い

の心があれば必ず心の結びつきが生まれます。お別れす

る時の生徒たちの止まらない涙を見て、あの子たちの心

にはしっかり鷹栖町の家族が出来たんだなと感じまし

た。

【ハイ・ファイブ】相手と自分の上げた手のひらを叩き合わせる動作。ハイタッチ。

▲飾り巻作りの様子。みんな真剣ですね～！
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コ
オ
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デ
ィ
ネ
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シ
ョ
ン
ト
レ
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ニ
ン
グググググググググググググググググググググ

親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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しししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままま

親
子
体
験
会
・
学
ぶ
会
を
開
催
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
一
般
的
に

「
運
動
神
経
」
と
か
「
運
動
セ

ン
ス
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
「
運

動
の
器
用
さ
」
を
高
め
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
ひ
と
つ
で
す
。

運
動
の
器
用
さ
そ
の
も
の
を

獲
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

土
台
と
な
る
「
運
動
学
習
能
力

（
学
ぶ
力
）」
を
得
る
こ
と
を
最

大
の
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。

鷹
栖
町
で
は
平
成
24
年
度
か

ら
、
町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園

と
連
携
し
、
コ
オ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
教
室

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
こ
の
度
コ
オ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
全
国
に
普
及
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
（
東
京
）

か
ら
公
認
講
師
を
お
招
き
し
、

次
の
と
お
り
体
験
会
と
学
ぶ
会

を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。専

門
の
講
師
か
ら
楽
し
く
学

べ
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

【
学
ぶ
会
】

▼
日
時
11
月
11
26
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
対
象
18
歳
以
上
の
方
、
学

校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
関
係
者

な
ど
（
運
動
の
指
導
に
携
わ
る

方
、
興
味
が
あ
る
方
）

【
親
子
体
験
会
】

▼
日
時
11
月
11
26
日
（
土
）

午
後
４
時
～
６
時
30
分

▼
対
象
幼
児
か
ら
小
学
４
年

生
ま
で
の
児
童
と
そ
の
保
護

者
（
先
着
20
組
）

ど
ち
ら
も
参
加
費
無
料
、
会
場

は
鷹
栖
町
総
合
体
育
館
で
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

教
育
課
体
育
振
興
係

緯
87
―
２
０
２
８

▲昨年度の親子体験会の様子。
子どもたちはいきいきしていました！
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Ａ
４
：
テ
ー
プ
や
輪
ゴ
ム
で
ガ
ス
が
出
る
ボ
タ
ン
を
固
定
し
、液
体
が
な
く
な
る
ま
で
ガ
ス
を
抜
き
、「
キ
ケ
ン
」と
燃
や
せ
な
い
ご
み
専
用
袋（
黄
）へ
記
載
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新聞作り・スクラップ作りで入賞

道
内
の
動
物
園
や
、
住
宅
街
に
現
れ

た
動
物
な
ど
の
様
々
な
動
物
に
関
す
る

北
海
道
新
聞
の
記
事
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
し

て
作
成
し
た
「
北
海
道
の
動
物
た
ち
」

と
い
う
作
品
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

『
飼
育
し
て
い
る
ハ
ム
ス
タ
ー
の
健

康
診
断
を
受
け
に
動
物
病
院
に
行
っ
た

と
き
に
見
た
獣
医
の
姿
に
憧
れ
た
と
い

う
竹
田
さ
ん
は
、
そ
れ
以
来
獣
医
に
な

る
こ
と
が
夢
に
な
り
ま
し
た
。「
獣
医

さ
ん
に
な
り
た
く
て
、
動
物
に
関
す
る

新
聞
記
事
を
よ
く
読
ん
で
い
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、

動
物
に
つ
い
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

竹
田
さ
ん
は
小
学
３
年
生
。
新
聞
に

は
、
ま
だ
習
っ
て
い
な
い
漢
字
も
多
く

登
場
し
ま
す
。「
難
し
い
漢
字
は
、
辞

書
で
調
べ
な
が
ら
読
ん
だ
の
で
大
変
で

し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
記
事
は
、
旭
山
動
物
園

や
小
樽
水
族
館
、
剣
淵
町
の
ア
ル
パ
カ

牧
場
な
ど
の
施
設
で
あ
っ
た
り
、
海
上

に
現
れ
た
シ
ャ
チ
に
つ
い
て
書
か
れ
た

も
の
も
。
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
の
下
に

は
、
竹
田
さ
ん
が
読
ん
で
感
じ
た
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
函
館
で
鹿
が
市

街
地
に
出
現
し
た
記
事
に
つ
い
て
は

「
人
が
も
し
い
な
か
っ
た
ら
そ
こ
は
森

だ
っ
た
の
で
、
鹿
の
住
処
。
人
が
動
物

の
邪
魔
に
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
」
と
考
え
た
と
い
い
ま
す
。
辞
書
を

引
き
、
新
聞
を
切
り
抜
き
な
が
ら
文
章

を
読
む
中
で
、
色
々
な
こ
と
を
感
じ
た

よ
う
で
し
た
。

旭
山
動
物
園
の
シ
ロ
ク
マ
が
、
氷
柱

を
与
え
ら
れ
て
満
足
顔
の
記
事
が
お
気

に
入
り
だ
と
話
す
竹
田
さ
ん
。「
本
当

に
満
足
そ
う
」
と
笑
顔
で
話
す
そ
の
表

情
か
ら
は
、
動
物
へ
の
愛
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

葛
竹
田
さ
ん
の
夢
は
獣
医
に
な
る
こ
と
。

「
ど
こ
ま
で
わ
か
る
？
ぼ
く
の
先
祖

新
聞
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
北
海
道
新

聞
主
催
の
小
学
生
新
聞
グ
ラ
ン
プ
リ
に

入
賞
し
た
楠
本
く
ん
。
北
野
地
区
住
民

セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
で
歴
史
の
本
を
借

り
た
楠
本
く
ん
は
、
本
の
中
の
後
藤
又

兵
衛
と
い
う
人
物
と
家
紋
が
同
じ
で
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
す
。「
も
と
も
と
歴

史
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
興
味
を
持
ち

ま
し
た
」
と
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

新
聞
に
は
、
戸
籍
を
役
場
か
ら
取
る

と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
の
中
で
判

明
し
た
先
祖
の
名
前
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
住
所
が
わ
か
っ
た
こ
と
、

屯
田
兵
と
し
て
和
歌
山
県
か
ら
や
っ
て

き
た
こ
と
、
和
歌
山
県
で
６
代
前
の
先

祖
の
親
戚
が
い
た
こ
と
や
、
そ
の
知
人

と
話
し
た
こ
と
な
ど
が
詳
し
く
書
か
れ

て
い
ま
す
。

滝
川
市
に
行
っ
た
際
に
は
、
開
村
記

念
碑
や
屯
田
兵
屋
、
村
史
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
先
祖
の
名
前
を
発
見
し
た

と
い
う
楠
本
く
ん
。「
先
祖
が
滝
川
市

に
い
た
と
い
う
こ
と
は
家
族
か
ら
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
名
前
が
出

て
き
て
驚
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

楠
本
く
ん
は
「
読
む
人
が
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
写
真
を
多

く
し
、
タ
イ
ト
ル
を
目
立
た
せ
る
た
め

に
色
使
い
に
気
を
付
け
ま
し
た
。
字
数

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
書
く
前
に
数

え
て
、
そ
の
字
数
に
合
わ
せ
る
よ
う
に

文
章
を
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た

の
が
大
変
で
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

滝
川
市
や
和
歌
山
県
に
自
分
の
目
で

確
か
め
た
と
い
う
努
力
の
結
晶
が
、
作

品
と
な
り
、
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

楠
本
く
ん
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
て
い
る
と
き
に
、
戸
籍
は
約
１
５

０
年
前
ま
で
し
か
辿
れ
な
い
」
と
知
り

ま
し
た
。

楠
本
く
ん
は
、
一
つ
の
好
奇
心
か
ら

し
っ
か
り
と
し
た
形
あ
る
も
の
を
作
り

上
げ
る
喜
び
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

葛
賞
状
を
手
に
笑
顔
の
楠
本
く
ん
。

第
６
回
道
北
小
中
学
生
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル

小
学
１
～
３
年
の
部

竹
田
真
悠
子
さ
ん

が
最
優
秀
賞

た
け

だ

ま

ゆ

こ

第
22
回
ど
う
し
ん
２
０
１
６

私
と
ぼ
く
の
小
学
生
新
聞
グ
ラ
ン
プ
リ

楠
本

直
央
く
ん

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞

く
す
も
と

な

お

注目の人特別編

北野小
３年（ ）

北野小
６年（ ）
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鷹栖町Ｆａｃｅｂｏｏｋもご覧ください。
鷹栖でのイベントやできごとを、日々更新しています。
ぜひご覧いただき「いいね！」ボタンを押してください☆ Ｑ

５
：
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
つ
ぶ
し
て
小
さ
く
し
て
出
し
た
方
が
良
い
で
す
か
？

３
者
で
ま
ち
を
活
性
化

包
括
連
携
協
定
式

パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
で
開
催

植
樹
祭
／
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

9.28

10.1

運
動
で
秋
を
楽
し
む

Ｂ
＆
Ｇ
秋
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

10.10

鷹
栖
高
校
２
年
生
４０
名
が
９

月
２７
日
か
ら
の
３
日
間
、
職
場

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
で
実
際
に
仕
事
を
体
験
し
、

貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

実
習
先
の
一
つ
で
あ
る
鷹
栖

保
育
園
で
は
、
実
習
生
と
園
児

た
ち
が
外
で
元
気
に
遊
ぶ
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
実
習
生
は
、

「
園
児
た
ち
が
な
つ
い
て
く
れ

た
の
で
と
て
も
楽
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
つ
き
苑
で
も
職
場

実
習
が
行
わ
れ
、
実
習
生
は
利

用
者
の
方
々
の
お
話
を
聞
い
た

り
、
自
分
の
こ
と
を
話
し
た
り

と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

実
際
に
実
習
生
と
話
し
て
い

た
利
用
者
の
方
に
お
話
を
聞
く

と
、「
高
校
生
と
い
ろ
ん
な
話

が
で
き
て
嬉
し
い
」
と
笑
顔
で

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

【
文
・
写
真
／
相
内
実
優
さ
ん

（
鷹
栖
高
校
２
年
）】

役
場
に
て
、
鷹
栖
町
・
北
海

道
銀
行
・
道
銀
地
域
総
合
研
究

所
の
３
者
に
よ
る
「
地
方
創
生

に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
」
の

締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

協
定
に
は
、
移
住
定
住
の
促

進
や
企
業
誘
致
の
推
進
な
ど
の

内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
春
に
全
国
一
斉
で
行
わ

れ
る
１５
分
以
上
運
動
や
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
だ
人
の
参
加

率
を
競
う「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」

と
同
じ
ル
ー
ル
で
、
愛
別
町
・

東
神
楽
町
・
鷹
栖
町
の
３
町
が

独
自
に
行
っ
て
い
る
「
第
３
回

Ｂ
＆
Ｇ
秋

の

チ

ャ

レ
ン

ジ

デ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
愛
別
町
【
３９
・

５
％
】、
鷹
栖
町
【
３５
・
０
％
】、

東
神
楽
町
【
２７
・
２
％
】
と
い

う
結
果
に
。
３
年
連
続
１
位
は

逃
し
ま
し
た
が
、
空
き
缶
積
み

上
げ
や
鬼
ご
っ
こ
№
１
決
定

戦
、
体
力
測
定
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
吹
き
矢
と
い
っ
た
楽
し

く
身
体
を
動
か
せ
る
競
技
の

数
々
に
、
参
加
者
は
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
で
植
樹
祭

が
行
わ
れ
、
約
７０
名
の
参
加
者

の
手
に
よ
り
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
の
植

樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
記
念

植
樹
も
行
わ
れ
、
結
婚
や
出
産

の
記
念
に
１８
本
が
植
え
ら
れ
ま

し
た

9.27
就
職
へ
の
第
一
歩

高
校
生
が
職
場
を
体
験

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅

「
ぬ
く
も
り
の
家
た
か
ほ
」
と
命
名

9.28
社
会
福
祉
法
人
さ
つ
き
会
で

運
営
を
行
う
「
ぬ
く
も
り
の
家

た
か
ほ
」（
北
野
東
３
条
１
丁

目
）
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
着

工
に
あ
た
り
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。

植
樹
祭
に
併
せ
て
、
親
子
ア

ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

教
室
に
は
７
組
の
親
子
が
参

加
。
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
、
鷹

栖
産
野
菜
を
使
っ
た
ポ
ト
フ
や

鷹
栖
牛
を
使
っ
た
ロ
ー
ス
ト

ビ
ー
フ
の
お
い
し
さ
に
、
参
加

者
も
満
足
げ
な
様
子
で
し
た
。
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Ａ
５
：
収
集
後
の
異
物
除
去
や
機
械
で
の
圧
縮
作
業
に
支
障
が
あ
り
ま
す
の
で
、
つ
ぶ
さ
ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

サクラマス

サ
ク
ラ
マ
ス
が

町
内
河
川
に
現
る

10.5
～6
仕
事
を
学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
ウ
ィ
ー
ク

鷹
栖
中
学
校
２
年
生
が
職
場
体
験

10.25
町
内
小
中
学
校
で

Ａ
ｉ
ｒ

Ｄ
ｏ
の
航
空
教
室

１０
月
５
日
か
ら
６
日
の
２
日

間
、
鷹
栖
中
学
校
の
２
年
生
の

職
場
体
験
実
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
計
７７
名
が
複
数
の
事
業
所

に
分
か
れ
、
地
域
の
方
々
の
協

力
を
得
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

事
業
所
の
一
つ
で
あ
る
鷹
栖

小
学
校
で
は
、
大
野
ま
ど
か
さ

ん
、
佐
々
木
な
あ
菜
さ
ん
が
昼

休
み
に
１
年
生
と
一
緒
に
遊
ぶ

姿
、
授
業
で
は
教
え
て
い
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
２
人
は

「
１
年
生
と
一
緒
に
遊
ん
だ
こ

と
が
楽
し
か
っ
た
」、「
ど
こ
か

へ
行
こ
う
と
す
る
と
き
に
、
１

年
生
が
寂
し
が
っ
て
く
れ
た
こ

と
が
嬉
し
か
っ
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

飲
食
店
の
ひ
だ
ま
り
で
は
八

巻
麻
由
さ
ん
が
実
習
し
、「
一

つ
ひ
と
つ
の
動
作
に
緊
張
し
て

し
ま
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
店
員
と
打
ち

解
け
て
い
た
よ
う
で
、
良
い
実

習
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

【
文
・
写
真
／
村
田
夕
奈
さ
ん

（
鷹
栖
中
２
年
）】

※
文
章
作
成
・
写
真
撮
影
は
総

務
企
画
課
へ
体
験
に
来
た
村
田

さ
ん
が
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

総
務
企
画
課
へ
は
村
田
さ
ん

の
ほ
か
に
沓
村
史
勇
く
ん
も
配

属
さ
れ
、
町
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
の
更
新
や
町
の
Ｐ
Ｒ
活

動
な
ど
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

産
卵
の
た
め
に
河
川
を
遡
上

し
て
き
た
サ
ク
ラ
マ
ス
が
現
れ

ま
し
た
。
雌
雄
で
行
動
を
と
も

に
し
、
流
れ
の
弱
い
浅
瀬
で
、

懸
命
に
産
卵
し
て
い
ま
し
た
。

北
野
小
学
校
・
鷹
栖
中
学
校

に
Ａ
ｉ
ｒ

Ｄ
ｏ
の
職
員
が
来
校
。

講
演
の
ほ
か
、
客
室
乗
務
員
の

衣
装
体
験
な

ど
も
あ
り
鷹

栖
中
学
校
の

１
・
２
年
の

生
徒
た
ち
は

楽
し
く
仕
事

に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
し

た
。

広
報
た
か
す
９
月
号
で
も
ご

紹
介
し
た
大
野
裕
美
さ
ん
（
北

野
地
区
在
住
）
に
、
全
国
大
会

▲取材をする沓村くん（写真左）と
村田さん（同真ん中）

10.15
つ
な
が
ろ
う
あ
っ
た
か
す

福
祉
の
つ
ど
い
２
０
１
６

誰
も
が
楽
し
め
る
福
祉
の
つ

ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

実
践
発
表
で
は
、
鷹
栖
共
生

会
法
人
ア

ン
サ
ン
ブ

ル
に
よ
る

器
楽
演
奏

が
披
露
さ

れ
、
会
場

は
あ
た
た

か
い
拍
手

に
包
ま
れ

ま
し
た
。

10.17
銃
剣
道
日
本
一
の
大
野
さ
ん

優
秀
選
手
賞
受
賞

な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
修
め
た

方
に
贈
ら
れ
る
鷹
栖
町
優
秀
選

手
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

10.16
東
京
都
に
鷹
栖
が
出
店

三
鷹
の
森
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

鷹
と
名
の
付
く
市
町
村
と
い

う
こ
と
で
交
流
の
あ
る
三
鷹
市

の
イ
ベ
ン
ト
に
鷹
栖
町
も
参
加

し
、
特
産
品
や
鷹
栖
牛
・
鹿
肉

の
串
焼
を
販
売
し
、
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。
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な
お
、
失
業
や
天
災
な
ど
の

特
別
な
事
情
に
よ
り
納
税
が
困

難
な
場
合
は
、
徴
収
猶
予
ま
た

は
減
免
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
税
務
係
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
減
免
制
度
を
利
用
す
る

場
合
は
、
納
期
限
の
７
日
前
ま

で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

年
末
調
整
の
仕
方
や
給
与
支

払
報
告
書（
源
泉
徴
収
票
）、各

種
支
払
調
書
の
作
成
と
提
出
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
年
末
調
整
等
関
係
の

諸
用
紙
は
事
前
に
郵
送
し
ま

す
。
説
明
会
へ
出
席
す
る
方

は
、
事
前
に
郵
送
さ
れ
た
関
係

書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
11
月
11

22
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら

▼
場
所
プ
ラ
ザ
・
ク
ロ
ス
10

▼
問
合
せ

税
務
課
税
務
係
ま
た
は
旭
川

中
税
務
署（
緯
90
―
１
４
５
１
）

10
月
１
日
付
け
で
、
北
野
駐

在
所
に
北
村
巡
査
部
長
が
着
任

し
ま
し
た
。

第
３
回
町
議
会
定
例
会
に
お

い
て
教
育
委
員
の
選
任
同
意
が

行
わ
れ
、
大
津
里
恵
さ
ん
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

32
年
９
月

32

30
日
ま
で
で
す
。

▼
道
道
雨
竜
旭
川
線

維
文
～
和
寒
町
福
原

１１
月
１
日
～
翌
年
４
月

１１

21
日

旭
川
中
央
警
察
署

警

察

官

の

異

動

税
務
課
税
務
係

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は

あ

り

ま

せ

ん

か

？

税
務
課
税
務
係

年
末
調
整
等
事
務
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

教
育
課
総
務
学
校
教
育
係

教

育

委

員

の

選

任

に

つ

い

て

旭
川
建
設
管
理
部
☎
２
６
―
４
４
６
１

冬
期
間
の
積
雪
に
よ
る

道
道
の
全
面
通
行
止
め

第９期第８期第７期第６期第５期第４期税目

－－－－－12/26町 道 民 税

－－－－－11/30固定資産税・都市計画税

－－－－5/31（第１期）軽 自 動 車 税

2/281/3112/2611/3010/319/30国 民 健 康 保 険 税

2/281/3112/2611/3010/319/30後期高齢者医療保険料

－－－2/2812/2610/31介 護 保 険 料

平成28年度納期限 ※網かけ部分は納期終了分

税
務
課
税
務
係

固

定

資

産

税

建
物
の
滅
失
申
告
に
つ
い
て

町
税
等
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
直
接
関
わ
る
ま
ち
づ
く
り
の

貴
重
な
財
源
で
す
。
町
税
等
の

種
類
は
、
町
道
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
、
都
市
計

画
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び

介
護
保
険
料
で
す
。

そ
の
納
期
限
は
表
の
と
お
り

で
す
の
で
期
限
ま
で
に
納
税
し

て
く
だ
さ
い
。
納
期
限
を
過
ぎ

て
も
納
税
さ
れ
な
い
場
合
は
、

財
産
等
差
押
等
の
処
分
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

大津
お お つ

里恵さん
さ と え

平
成
28
年
度
に
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
建
物
を
、

平
成
28
年
１
月
２
日
～
平
成

28

29

年
１
月
１
日
ま
で
の
間
に
取
り

壊
し
な
ど
で
滅
失
し
た
場
合

は
、
平
成
29
年
度
以
降
の
当
該

建
物
の
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
期
限

平
成
29
年
１
月

29

３１
日
（
火
）

ご
み
分
別
に
関
す
る
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
町
民
課
住
民
生
活
係
】

℡
87

ty
o
u
m
in
@
to
w
n
.ta
k
a
s
u
.h
o
k
k
a

ー
２
１
１
１

Ｅ
メ
ー
ル
【

id
o
.jp

北野駐在所

北村
きたむら

輝満巡査部長
てるみつ

皆さんの健康づくりに役立つ講座を無料で開催します。

20歳以上の方ならどなたでも参加できます。

▼日にち

11月18日（金） 12月２日（金）

鷹栖地区住民センター 北斗地区住民センター

※北野・北成・中央地区は12月以降に開催します。

▼内 容

▽午前９時30分～午後１時

調理実習、試食

▽午後１時～３時

運動（リラックスヨガ）

▼持ち物 エプロン、三角巾、動きやすい服装

※調理実習のみ、運動のみの参加も可能です

▼申込締切 鷹栖地区 11月14日（月）まで

北斗地区 11月28日（月）まで

【お問い合わせ・申し込み】

健康福祉課保健推進係 緯87－2112

『『地区けんこーざ』を開『地区けんこーざ』を開催催

健
康
福
祉
課
保
健
推
進
係

こ

と

ば

の

発

達

や

発

音

の

相

談

会

今
年
度
か
ら
、
言
語
聴
覚
士

と
の
個
別
相
談
会
を
始
め
ま
し

た
。
乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
の
発

音
や
こ
と
ば
の
発
達
に
つ
い
て

の
お
悩
み
や
気
に
な
る
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
無
料
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
日
時
都
合
を
う
か
が
い
、

日
程
を
調
整
し
ま
す
。

▼
場
所
サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す
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効
果
的
な
運
動
で
あ
る
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
普

及
・
推
進
を
図
る
た
め
、
用
具

（
ポ
ー
ル
）の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
用

具
を
用
い
て
、
運
動
効
果
を
実

感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
貸
出
場
所
町
総
合
体
育
館

（
南
２
条
４
丁
目
１
―
２
）

▼
貸
出
可
能
日

総
合
体
育
館
開
館
日

▼
対
象

鷹
栖
町
に
お
住
ま
い
の
方

▼
料
金
無
料

※
ご
利
用
の
際
に
は
、
必
ず
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

町
総
合
体
育
館

緯
87
―
４
２
９
１

町
で
は
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
が
日
常
生
活
に
必
要
な
個
所

の
除
雪
を
行
い
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
場
合
は
毎
年
ご

と
の
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
世
帯
等

同
一
建
物
に
お
い
て
、
要
介

護
認
定
者
、
障
害
者
手
帳
所
持

者
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
、
70
歳

以
上
の
高
齢
者
世
帯
な
ど
。

※
世
帯
の
状
況
に
よ
り
、
対
象

か
ら
外
れ
る
場
合
や
、
時
間

帯
の
都
合
な
ど
、
ご
希
望
通

り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま

す
。

▼
利
用
料

１
時
間
３
０
０
円
（
町
民
税

非
課
税
世
帯
は
１
５
０
円
）

▼
利
用
上
限

承
認
期
間
内
で
25
時
間
ま
た

は
50
時
間
。
対
象
世
帯
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

※
２
階
の
屋
根
な
ど
危
険
が
伴

う
場
所
や
日
常
使
用
し
て
い

な
い
物
置
な
ど
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
・
申
請
先

健
康
福
祉
課
介
護
福
祉
係

緯
87
―
２
１
１
２

毎
年
冬
か
ら
春
に
か
け
て
、

灯
油
タ
ン
ク
か
ら
の
油
漏
れ
事

故
が
多
く
起
き
て
い
ま
す
。

油
漏
れ
事
故
は
、
起
こ
し
た

人（
原
因
者
）の
責
任
と
な
り
、

原
因
者
は
そ
の
対
策
に
か
か
っ

た
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

積
雪
前
に
、
タ
ン
ク
や
配
管

の
腐
食
、
ひ
び
割
れ
が
な
い
か

を
点
検
し
、
必
要
に
応
じ
て
灯

油
の
配
送
業
者
に
相
談
す
る
な

ど
、
油
漏
れ
の
未
然
防
止
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
除

雪
の
際
に
は
、
配
管
に
き
ず
を

付
け
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

健
康
福
祉
課
介
護
福
祉
係

除

雪

サ

ー

ビ

ス

の

ご

案

内

町
民
課
住
民
生
活
係

冬

に

備

え

て

灯
油
タ
ン
ク
の
点
検
を

教
育
課
体
育
振
興
係

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ポ
ー
ル
貸
出
の
お
知
ら
せ

救命講習会を開催します
～ 年に一度は救命方法の確認を ～

▼日にち 12月７日(水)

▼時 間 午前９時～正午

▼場 所 サンホールはぴねす

１階生きがいホール

▼内 容

救命救急法の講習

（講師：旭川市鷹栖消防署職員）

※ＡＥＤによる救命法を行ないま

す。

※３時間講習受講者には修了証が

渡されます。

▼準 備

動きやすい服装でお越しくださ

い。

▼申 込 11月30日(水)まで

▼問合せ・申込み

健康福祉課保健推進係

（緯87－2112）
（共催：保健推進委員協議会）

海洋センターでスポーツを楽しみませんか
～ 町内でも人気のテニポンとインドアテニスの大会です ～

「Ｂ＆Ｇ杯全町テニポン大会」と「Ｂ＆Ｇ杯インドアテニス大会」を開

催します。はじめての方でも安心して楽しめる大会です。町内でも多く

の愛好者が楽しんでいるスポーツに挑戦してみませんか？

【共通事項】

▼場 所 Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

▼対 象 町内在住または、通勤通学している方

▼参加料 １人200円（大会当日に集めます）

▼賞 品 ３位までに表彰、全員に参加賞があります

▼問合せ・申込み 教育課体育振興係（緯87－2028）

【Ｂ＆Ｇ杯インドアテニス大会】

▼日にち 11月27日（日）

▼時 間 午前９時～午後４時頃

▼種 目 ソフトテニス

（ダブルス戦）

▼申込み 11月16日（水）まで

※昼食は各自で持参ください。

【Ｂ＆Ｇ杯全町テニポン大会】

▼日にち 12月10日（土）

▼時 間 午前９時～正午頃

▼種 目 テニポン（ダブルス戦）

ペアは抽選で決定します。

▼申込み 1１月30日（水）まで

※ラケットの貸し出しがあります。

「歩こう会」参加者募集
～ 冬も体育館で安心してウォーキング ～

どなたでも気軽にご参加くださ

い！無料で利用できます。

▼期 間

11月15日(火)～

平成29年3月28日（火）まで

毎週火・土曜日に実施

▼時 間 午後５時～６時

（開始・終了時間は自由です）

▼場 所 総合体育館

▼持ち物 上靴

※11月15日と３月28日は「保健師

による健康チェック」を行います。

※行事により利用できない日もあ

りますので体育館予定表で確認

ください。

▼問合せ 健康福祉課保健推進係

（緯87－2112）
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今
年
度
か
ら
、
言
語
聴
覚
士

と
の
個
別
相
談
会
を
始
め
ま
し

た
。
お
子
さ
ん
の
発
音
や
こ
と

ば
の
発
達
に
つ
い
て
の
お
悩
み

や
気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
無
料
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▼
日
時
都
合
を
う
か
が
い
、

日
程
を
調
整
し
ま
す
。

▼
場
所
サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す

自
衛
官
候
補
生
及
び
高
等
工

科
学
校
生
徒
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

【
自
衛
官
候
補
生
】

▼
受
験
資
格

18
歳
以
上

18

27
歳
未
満
の
男
子

（
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
）

▼
受
付
期
間

年
間
を
通
じ
て
受
付

▼
試
験
期
日

平
成
28
年
28

11
月

28

11

20
日
（
日
）・

21
日
（
月
）

▼
試
験
会
場

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本

部
・
旭
川
駐
屯
地

【
高
等
工
科
学
校
生
徒
】

▼
受
験
資
格

中
卒
（
見
込
み
含
）
17
歳
未

満
の
男
子
（
平
成
29
年
４
月
１

日
現
在
）

▼
受
付
期
間

平
成
28
年
28

11
月
１
日
（
火
）

～
平
成
29
年
１
月
６
日（
金
）

▼
１
次
試
験
期
日

平
成
29
年
１
月

29

21
日
（
土
）

▼
試
験
会
場

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

▼
問
合
せ

役
場
総
務
企
画
課
ま
た
は
自

衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

（
緯
54
―
５
６
１
７
）

65
歳
以
上
の
方
で
、
身
体

（
知
的
）障
が
い
者
に
準
ず
る
方

（
要
介
護
状
態
）は
、特
別
障
が

い
者
・
障
が
い
者
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
認
定
さ

れ
る
と
税
金
の
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
時
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

①
介
護
保
険
の
要
介
護
１
以
上

で
あ
り
、
日
常
生
活
に
支
障

の
あ
る
方

②
寝
た
き
り
状
態
の
方
（
６
カ

月
以
上
）

▼
基
準
日
毎
年
12
月
12

31
日

▼
問
合
せ

・
認
定
・
申
請
に
つ
い
て

健
康
福
祉
課
介
護
福
祉
係

緯
87
―
２
１
１
２

・
税
の
申
告
・
相
談
に
つ
い
て

税
務
課
税
務
係

緯
87
―
２
１
１
１

町
で
は
、
町
内
の
小
中
学

校
・
高
等
学
校
の
卒
業
生
が
、

同
期
生
全
体
を
対
象
に
同
期
会

を
開
催
す
る
場
合
に
、「
名
簿

整
理
」「
宛
名
ラ
ベ
ル
作
成
」

「
案
内
状
の
作
成
」
な
ど
の
幹

事
の
仕
事
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
飲
食
店
で
開

催
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、
経
費

の
一
部
を
補
助
金
と
し
て
交
付

す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
町
の
サ
ポ
ー
ト
を
活

用
し
て
、
ふ
る
さ
と
鷹
栖
で
学

生
時
代
の
仲
間
と
、
懐
か
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
の
条
件

・
町
内
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

・
参
加
者
が
全
員
20
歳
以
上
で

あ
る
こ
と

・
１
人
あ
た
り
の
負
担
額
が

３
千
円
以
上
で
あ
る
こ
と

・
参
加
者
は
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
へ
登
録
す
る
こ
と

▼
補
助
金
額

１
人
あ
た
り
２
千
円

役
場
総
務
企
画
課

自

衛

官

募

集

の

お

知

ら

せ

健
康
福
祉
課
介
護
福
祉
係

税
務
課
税
務
係

特

別

障

が

い

者

・

障
が
い
者
控
除
の
認
定

健
康
福
祉
課
保
健
推
進
係

こ

と

ば

の

発

達

や

発

音

の

相

談

会

総
務
企
画
課
企
画
広
報
係

同

期

会

の

開

催

を

サ

ポ

ー

ト

し

ま

す

※
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

鷹
栖
町
を
町
内
外
か
ら
応
援

し
て
い
た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー
。

会
員
証
の
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
カ
ー
ド
は
、
全
国
各
地
の

加
盟
店
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
失
効
ポ
イ
ン
ト
が
そ
の
ま
ま

鷹
栖
町
へ
の
寄
附
と
な
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ポ
イ

ン
ト
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

総
務
企
画
課
企
画
広
報
係

お

詫

び

と

訂

正

広
報
た
か
す
９
月
号
７
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
、
名
前
の
誤
記
載

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
す

る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
方
に

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
誤
）
藤
井
ふ
じ
い
穂
乃
香
さ
ん

ほ

の

か

↓

（
正
）
藤
木
ふ
じ
き
穂
乃
香
さ
ん

ほ

の

か

総
務
企
画
課
企
画
広
報
係

「
町
長
へ
の
手
紙
」
を

ご

活

用

く

だ

さ

い

今
月
号
に「
町
長
へ
の
手
紙
」

を
折
り
込
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
抱
え
て
い

る
身
近
な
問
題
や
、
ま
ち
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ア
を
お
気
軽
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
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窓口から

ふふ
る
さ
と

ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金

ふ
る
さ
と

ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金
へへ

（
９
月
１
日
～
30
日
採
納
分
）

※
詳
し
く
は
鷹
栖
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
、
寄
附
者
の
同
意
を
い
た
だ
い
た
項

目
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

《
次
代
の
ふ
る
さ
と
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
活
動

《
次
代
の
ふ
る
さ
と
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
活
動
》》

佐
藤

則
和
様
、
上
田
ひ
ろ
み
様

土
肥

明
人
様
、
菅
沼

聡
様

森
下

淳
市
様
、
竹
村

清
紀
様

松
澤

進
様

匿
名
1
5
3
名

《
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
環
境
を
守
る
活
動

《
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
環
境
を
守
る
活
動
》》

中
村

均
様
、
加
藤

武
志
様

青
木

茂
様
、
石
井

照
久
様

岡
本

康
照
様
、
巻
幡

真
誼
様

匿
名
56
名

《
心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
の
人
々
を
育
む
活
動

《
心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
の
人
々
を
育
む
活
動
》》

匿
名
6
人

《
ふ
る
さ
と
を
築
い
た
高
齢
者
の
福
祉
活
動

《
ふ
る
さ
と
を
築
い
た
高
齢
者
の
福
祉
活
動
》》

土
肥

明
人
様
、
上
村

勝
人
様

五
十
嵐
俊
樹
様

匿
名
15
名

《
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

《
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業
》》

古
川

範
明
様
、
大
野

泰
子
様

馬
場

克
二
様
、
小
林

朗
作
様

匿
名
80
人

障
が
い
を
抱
え
て
い
る
方

を
対
象
と
し
た
就
労
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。子

ど
も
が
大
き
く
な
っ
た

時
に
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の

か
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
け

ど
自
分
に
合
っ
た
仕
事
が
わ

か
ら
な
い
な
ど
仕
事
に
関
す

る
悩
み
相
談
や
情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。

相
談
ご
希
望
の
方
は
、
事

前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
当
日
の
受
付

も
行
い
ま
す
。

▼
日
時

１１
月
１１

24
日
（
木
）

午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所

サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

健
康
福
祉
課
地
域
福
祉
係

緯
87
―

２
１
１
２

「上川中南部障がい者・生活支援センターきたのまち」就労相談会

とっちんぼーや２号！おっ
とりタイプかと思いきや。。
スイッチONになると恐竜
化します！
１号と仲良くすくすく育っ
てね樺 □^^

柴田湊冬ちゃん

しば た みな と

平成27年11月27日生まれ

男の子

卓・幸子さんの子

甘えん坊な美陽流です。誰

かがそばにいないとさびし

いです にいに、ねえね、

ずっと私と遊んでください

!!!

奥山美陽流ちゃん
おくやま み は る

平成27年11月30日生まれ

女の子

拓・みちるさんの子

好きなものはアンパンマン

と動物とめんこい女の子で

す。

ちょっとシャイな僕ですが

よろしくお願いします☆

高田景之輔ちゃん
たか だ けい の すけ

平成27年11月16日生まれ

男の子

寛之・智美さんの子

こんにちは、よろしく

氏 名 両 親

北野東 田中柚瑞華ちゃん 耕 平さん・摩 美さん
ゆ ず は

シンフォニー 伊藤颯祐ちゃん 敦 彦さん・善 美さん
そうすけ

シンフォニー 後木 翼ちゃん 主 税さん・美 織さん
つばさ

３４ 区 木下結菜ちゃん 大 輔さん・真奈美さん
ゆい な

新 郎 新 婦

２ 区 鈴木啓太さん ２５ 区 相澤 瞳さん

留萌市 晴山亮太郎さん 北野東 成田麻実さん

旭川市 寺崎隼矢さん 北野東 角谷茉美さん

ご結婚おめでとうございます

氏 名 年 齢

北野東 増 澤 衣 代さん 72歳

北野東 濱 村 勇さん 87歳

北野西 角 地 啓 子さん 89歳

第 １６ 熊 本 舜 一さん 91歳

鷹栖北 石郷岡 照 子さん 74歳

豊 央 戸 島 君 子さん 96歳

おくやみ申し上げます

○社会福祉協議会へ

☆香典返しご寄付

濱村 浩治さん 前田 和博さん

あたたかい心ありがとうございました
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南
１
条
３
丁
目
５
番
１
号

老人会送迎日（親睦）杖811
月

乳幼児健診、ななかまど大学、ブックスタート浄9
はぴねす利用者に対する町営バス無料利用日状10
子宮がん、乳がん抱き合わせ検診（バス送迎日）
老人会送迎日（松平）畳11

穣12
北野保育園お遊戯会擾13
はぴねす利用者無料送迎バス運行日（Ａ・Ｂコース）条14
ゴール英会話
老人会送迎日（北成）杖15

浄16
女性サロンスクール
はぴねす利用者に対する町営バス無料利用日状17
地区けんこーざ（鷹栖地区住民センター）
老人会送迎日（長寿）畳18

穣19
たかす円山幼稚園生活発表会
秋のまちづくり懇談会（鷹栖地区、北野地区）擾20
はぴねす利用者無料送迎バス運行日（Ａ・Ｂコース）
秋のまちづくり懇談会（北成地区）条21
ゴール英会話
老人会送迎日（北斗）杖22
≪勤労感謝の日≫
サンホールはぴねす臨時開館日浄23
はぴねす利用者に対する町営バス無料利用日状24
秋のまちづくり懇談会（北斗地区）畳25
コオーディネーショントレーニングを学ぶ会・親子体験
会ｉｎ鷹栖穣26

擾27
はぴねす利用者無料送迎バス運行日（Ａ・Ｂコース）条28
ゴール英会話
秋のまちづくり懇談会（中央地区）杖29
ななかまど大学浄30
はぴねす利用者に対する町営バス無料利用日状112

月
地区けんこーざ（北斗地区住民センター）
老人会送迎日（親交）畳2

穣3
第７回障がい福祉とまちづくりフォーラム擾4
はぴねす利用者無料送迎バス運行日（Ａ・Ｂコース）条5

いいきいいきいききわわいわわいわいいカカレンダカレンダーー

◎郷土資料館開館日 毎週水曜日・土曜日
夏季（４月～９月）午前１０時～午後５時
冬季（１０月～３月）午前１０時～午後４時

次号は12月５日(月)発行です

広報に関するご意見をお寄せくださ広報に関するご意見をお寄せくださいい
〒071-1292 上川郡鷹栖町南１条３丁目5-1

【電 話】0166－87－2111
【ＦＡＸ】0166－87－2196

◆鷹栖町ホームページでは、メールまたは
アンケートでのご意見をお待ちしています。
http://town.takasu.hokkaido.jp

北野地区で行われた、ふれあい交通安全に
行って、運転手さんに安全運転を呼びかけたり
したよ！おまわりさんが、歩行者も自分の身は
自分で守るように心掛けることが大事だって教
えてくれたよ。事故には本当に気を付けようね。
僕も出場していた「ゆるキャラグランプリ

２０１６」が１０月２４日で投票終了！結果は来月号で
お知らせするね♪たくさんの応援本当にありが
とう！
これからも鷹栖町をたくさんの人に知っても

らえるようにいろんなところに行くので、変わ
らず応援よろしくね(*ゝ ∀・*)－☆

【10月25日現在】

)△3人(7,133人 口

)+4人(3,369男

)△7人(3,764女

)△3戸(3,101世 帯 数

１０月 中 救 急 出 動 状 況
人)12件(15急 病

人)3件(3一般負傷

人)0件(0交 通

人)1件(1そ の 他

人)16件(19月 合 計

人）188件(212平成28年累計

※10/1～10/25 ()内は搬送人員

平成28年の交通事故状況（鷹栖町）
件4人 身

発生件数
９
月
末
ま
で

件111物 損

人1死 者

（）内は前月比
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